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一 般 質 問 通 告 書 

佐野市議会議長 様 

受

付 

番号 １５ 

令和 ５年 ８月２４日 

午前・午後 ２時５５分    

議会名 令和 ５ 年 第 ３ 回 佐野市議会定例会 

発言者 議席番号 ６ 番 早 川 貴 光 

答弁を求める者 

(選択してください) 
市長 ・ 副市長 ・ 教育長 ・ 担当部局長 

一般質問時に使用する資料の

有無（選択してください） 

あり（ 資料提示 ・ 資料配付 ・ モニター使用 ） 

なし 

大項目（質問項目） 

中項目（質問細目） 
小項目（具体的な質問内容） 

 

１． 少子化対策の取組につ

いて 

 

（１）「少子化対策地域評価ツ

ール」を活用した「地域

アプローチ」による少

子化対策の推進に関す

る調査研究事業につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① モデル事業で得られた成果について伺います。 

 

 

② 調査研究事業の課題について伺います。 

 

 

③ 出生に関する指標の考察では、第２子合計特殊出

生率が比較自治体平均と比べて高くなっていま

すが、その理由について伺います。 

 

 

④ 課題を踏まえた対応策として新規事業を立案し

ていますが、その内容について伺います。 

 

 

⑤ 少子化対策地域評価ツール「ワークブック」内

で検討されていた事業内容や令和 5年度には実

施されなかった新規事業の立案について今後は

どのように扱うのか伺います。 
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（２）少子化対策に対するデ

ジタル技術の活用につ

いて 

 

 

 

 

 

 

２． 性的指向及びジェンダ

ーアイデンティティの

多様性に関する国民の

理解の増進に関する法

律に対する当局の考え

方について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３． SNS による災害発災時

における情報発信につ

いて 

 

⑥ 今回の調査手法を活かして今後さらなる調査検

証を行うのか当局の考えを伺います。 

 

 

① 地域における少子化対策を推進するうえで課題

に対応する有効な手段として“デジタル技術の

活用”が考えられています。２０２２年度に内

閣官房デジタル田園都市国家構想実現会議事務

局において地域におけるデジタル技術を活用し

た少子化対策の推進に向けた提言をとりまとめ

ています。当局の見解を伺います。 

 

 

① 今年、性的指向及びジェンダーアイデンティテ

ィの多様性に関する国民の理解の増進に関する

法律、いわゆる LGBT理解増進法が成立、施行さ

れました。これにより佐野市が取り組む内容に

ついて伺います。 

 

 

② 「すべての国民が安心して生活する事ができる

こととなるよう、留意する」という文言に関し

て当局の見解を伺います。 

 

 

③ 学校教育現場での今後の取組について伺いま

す。 

 

 

④ 災害弔慰金の対象者をパートナーシップ宣誓制

度の利用者にも拡大すべきと考えますが、見解

を伺います。 

 

 

① 佐野市では災害時にメールや Twitterを活用

し、情報発信を非常に有効に発信してきまし

た。経営者が変わり、Xに名前を変え運用方法も

極端に変更されています。今後の発信方法の見

直しを行うか当局の見解を伺います。  


